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春風を持って人に接し、秋霜をもって自らを慎む  佐藤一斎 

1 校長面談を終えて 

  校長との面談の中で、学校評価において「学校が楽しい」と答えた子供の割合が９０％

以上であったと多くの学校から報告を受けました。また、「授業が分かる」と答えた子供が

９０％を超える学校もありました。各学校の自己肯定感を高める工夫や、授業改善への積

極的な取り組みが、このようなすばらしい結果につながったのだと思います。心から感謝

申し上げます。 

  定量的に学校経営を見つめることは大切です。一方、「数字が良いから大丈夫」と安心し

てしまうことは危険です。例えば、「授業が分かる」という調査において、教科をまとめて

行ったか、各教科それぞれで行ったかによっても、回答結果に差があるはずです。また、

９０％の子供が良くても、残りの１０％の子供が課題を持っていることも忘れてはなりま

せん。定量的な評価は定着していますが、数値を様々な視点で分析することをお願いしま

す。 

 

２ 成人式を振り返って  

  今年の成人式は、昨年の様に進行を妨害するような事態は起きませんでした。昨年、一

部の成人が騒いだため、今年の成人式を心配する声もありました。そこで、不要物の持ち

込み禁止や進行を妨害した場合の退席条件を明記した案内状を送ったり、改造車両への対

応を警察に依頼したりと、事前対策を行ったため、

大きな混乱もなく終えることができました。 

  初倉中学校の稲崎君の津軽三味線や島田第二

中学校の合唱部の演奏は、多くの成人から高い評

価をいただきました。また、恩師の出席や恩師の

メッセージに感動した成人も多かったようです。

お忙しい中、協力していただいた先生方に感謝い

たします。 

私は、成人をむかえた川根中学校勤務時代の１

年生に会い、会話する中で成人の皆さんの成長を

実感しました。今後も成人式への出席やメッセージへの協力を依頼されると思いますが、

関係する先生方の協力をお願いいたします。 

 

３ 高校との連携について 

  教育委員で伊太小学校を訪問した時、樟誠高校の生徒に陸上競技の指導を受けたことや、

高校生のごみ拾い活動の姿が小学生の手本になっているという話を聞きました。ＪＲＣの

役員からは、金谷高校の生徒の挨拶が金谷小学校の児童の挨拶に良い影響を与えていると

いう話を聞きました。 

  島田高校の陸上部の活躍や島田工業高校の男子新体操部の活躍は良く知られていますが、
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島田高校の演劇部のボランティア活動や島田商業高校野球部の清掃活動もすばらしい活動

です。 

   島田市教育委員会が推進している人に役立つ活動のモデルは、身近な高校生にも見るこ

とができます。市内の高等学校の活躍が新聞などに取り上げられることも多いので、子供

たちに知らせ、島田市の高等学校のよさを小・中学生に知らせていただきたいと思います。 

金谷高校の校長先生からは、書道部の生徒にとっても小学生に書道を教えることは逆に

学ぶことが多いと話してくれました。これまで高校との連携は少なかったと思いますが、

様々な連携が考えられると思います。 

    

４ 消防団について 

  暮れの特種東海製紙の火事では、消防署や消防団の皆さんの活躍で、延焼や人的な被害

がなく、被害は最小限に食い止められました。丈夫な壁に囲まれた施設の上、火の粉とし

て舞いやすいチップの火をコントロールしながらの消火活動だったため、鎮火まで６日間

もかかってしまったそうです。６時間交代で２４時間の消火活動を長期間続けた関係者の

方々には敬意を払わなくてはなりません。 

  特に、消防団の皆さんには、正月の家族との時間を消火活動に費やした上、成人式の係

も担当していただきました。貴重な休日がなくなった方も多く、感謝すると共に大変申し

訳なく思います。 

子供たちは、授業において消防署の働きは学んでも、消防団の活動内容は余り知らない

と思われます。市民の安全のために活躍している消防団について、子供たちにしっかり伝

えなくてはならないと思います。 

        

 

 

平成 27 年成人式を終えて 

 今年も 1 月 11 日（日）に島田市成人式が、島田市総合スポーツセンター ローズアリーナ

で開催されました。昨年の 6 月ごろから準備に取り掛かり、11 月からは新成人による若者会

議や協力員の皆様との打ち合わせ、12 月からは会場設営や司会者そして教育部の職員等との

打ち合わせ等を行い、当日を迎えました。 

この間、職員は、昨年の成人式の問題点等を一つ一つクリアーするために納得がいくまで

何度も会場に出向き、有事の際の対策等に頭を痛めていました。また、職員一人一人が自分

の役割を理解し、同じ失敗を繰り返すことがないように、時間があれば職員同士で打ち合わ

せを重ねていました。 

そして、当日も例年以上に協力員の皆様との打ち合わせなどに時間をかけて、開会を待ち

ました。13：30 から一部の式典が始まり、そして二部のアトラクション・恩師との交流会と

続き、16：00 職員の苦労が報われた瞬間でした。 

もちろん、消防団をはじめとする協力員の皆様や関係者の皆様のご協力があったればこそ

ですが、大きなトラブルもなく、新成人にとって心に残る成人式が開催できたのではないか

と思っています。 

職員の頑張りと成人式に係わっていただいた皆様に感謝感謝です。 

中村 好男  社会教育課長 


